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1975年秋季研究発表会

1975年度の秋季研究発表会は， 11 月 5--7 日，大阪大学経済嚇都にお

いて臨時総会とともに行なわれました.特別テーマ{ま[マネジリア]1，.. . 

コントローんと ORj (発表論文書}で，一般発表総，ペーパー・フェア

18の論文発衰の他，特別続演 21'牛が行なわれ察した.出席者数は正会員

192名，場生会員44名，賛助会員28名， 非会員 7 名でした. また 5 日に

は懇親会 7 日には見学会が行なわれ，それぞれ45名， 25名の券加者が

ありました.

以下(~，研究発表会についての感想、や紹介を 3 人の方にお緩いして寄

稽していただいたものです.次留からは，有志の投積も歓迎いたします

ので，ご希望の方は編集餐員会にご連絡ください.

発表内容のバラエティーさ

このところ毎留， OR学会には顔を出しているが， 0

R学会に出席するのは実にたのしい.たびたび顔を出す

うちに， ORの先輩同僚諸氏ともだんだんご懇:訟に願え

るし，私ども実務家にとっては，しばし学問的君事関気に

ひたることもできる.しかし，私にとってOR空券会へ出

る一番のたのしみは，いつものことながら，各発表者の

発表内容がまことにもってパヲェティに富んでいること

である.今回のプログラムをみても，かなり数学的なも

のからきわめて実務的なものまで，相当幅広い範聞にわ

たる発表が行なわれたし，また対象分野においても，地

域都市モデルのようなかなりマグロ約公共的テーマのも

のから，級;営の長期計画や総織に演するテーマ，さらに

もっとミクロのある特定な側別テーマにいたるまで， 0

R学会での発表内容はまことにもって変化に筒んでい

る.発表形式も一般発表形式のもの 2 会場のほかに，同

時tこ出li5まえのベーパーフェアも開店され， OR学会は内

容においても運営形式においても，まさに数学モデルア

ラカルトといったところだ.いわゆるモデル人間にとっ

ては，なんともこたえられない楽しさで一杯である.特

に今回は，小生の感じでは若い参加者の質問が悶立った

ようだし，質問者と発表者のやりとりにもだいぶ熱のこ

もったものがいくつかあったのが勾象的であった.なか

には質問者と発表者のi笥で質問趣旨について共通の理解

がえられ子に時間切れとなり，座長より l お後お 2 人で

どうぞ!といったケースもみうけられたが，形式的な質

問に紋切裂の回答より，このtJがよほど実があり花があ
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って，そばで聞いていてまことに愉快であゥずム

ところで各論をひとつー今回の発表のうち，小生が鋲

を出したテー?の中に，東大の媛塚氏による f ランダム

なi直線がよぎるメッシ品の個数について j と題する研究

発表があった.これは任意の長方形を縦横にくぎって同

じ大きさのいくつかのメッシュに区分けしたとき，ラン

ダムな複線がこのメツ、ンニェをf可僚よこ切るかという問題

で，解法の理論的根拠念事費分幾何学におく総数学的な研

究発表であった.これについても若い方の質問が活発

で，小生もこれの応用例についての質問をするつもりで

いたが，時間切れでその機会を失ってしまった.後で考

えてみるに，このテーマは相当，応用範隠の広いもので

はないかと患っている，たとえば，メッシ品をff薦人の所

有地{必ずしも長方形ではないが，そこはそデルとして

扱う)と考え，直線をガス管や水道管などに対応させる

と，これは，ガス管や水道管が何人分の私有地を横切る

かという具体的意味をもち，公共都市計簡の酪などにか

なり燃費~fこ出てくる性質の問題ではないか，さらに，ー

綾約にいって，幾何学的な計額問題一一おそらくそれ

は，線と面を要素とする計画問題となる可能性が大きい

と思われるが一一ーでの l つの基本的問題の解合扱ったも

のとして，きわめて興味のあるテーマではなかろうかと

素人ながら感じた次第である.

ともあれ， ORがモデル思考という共通のベースに立

ちながら，理論面でも応用面でも，いっそう，その内容

が深くかっ広くなりつつあることは，われわれOR ワー

カーにとってまことに喜ばしいことである.

(宇都異窪飲料藤永童書彦}
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特別講演E一一経営管理の実施

大会 2 日目の午後 l 時半より経営管理の実施聞で

の諸問題]と題して住金機工の宵島譲次氏の講演が行な

われた. 1 時間に満たなL、ものであったが，日本生産性

本部発足を契機として約20年間にわたる企業での 11 E 

の実践J の豊富は体験の中から，経営管理の改警にあた

っての組織や問題点・留意点が披液され，改善を志す者

にとって含蓄のある興味深い話であった.その中の主な

点を以下にご紹介する.

⑨経営管理の改善において， 1 E , ORおよび SE の

区別はなく，それらはまとめてマネジメント・エンジニ

アリングといわれるべきものであろう. (注:特に鉄鋼業

においては，“ 1 E" にはORや SEが含まれている).

⑨企業においては，問題は何かを見いだすことが第ー

であり，それから分析に移る.企業ではすべてが応用で

ある.

⑨住友金属における 1 E部の独立は日本では最初では

ないか? アメリカ鉄鋼業における 1 E部門の仕事と人

民について US スチールなどの事例が紹介され， 1 E部

門の特長が指摘された.

( AIIE (America Institute of lndustrial Engiｭ

neers)機関誌 Vol. 7, NO.8 に掲載された「アメリカ大

企業における 1 E活動の調査」の中から結果を引用し

て，回答のあった42t士の中で、30社が 1 E部門をもってい

ること， 10年後にライン・マネジメントにつく 1 E技術

者の割合が高いことなどが示された

⑨人間能力には差があるということ.肉体労働の差は

|時間研究の結果からちょうど 2 倍ある( 3 シグマ以上を

除いて).精神労働の差は主観的ではあるが 3-4倍あ

るのではなし、か? 結果まで含めると日 -10併にもな

る.すなわち，数字の見方・取り上げ方・変換のしかた

が大きな問題である.

⑨確率的な問題←ーすなわち，条件変化の発生する確

率はいくらか，またその確率をどのように入れ込むべき

か，を考慮しなければいけない.

④改善テーマのとりあげ方について.最適解の範囲は

どのくらし、かということを含むべきである一一たとえ

ば，鉱石船ごとに条件が異なっているが，それに|耐えら

れるものをテーマに含まなければならない(これについ

ては実例があるとのこと).また，最初から関連部門のマ

ネジャーをまき込主なければ、結果は実行され得たい.

④最後に，大会プログラムによるとJÍ'モ業の人の発表は

1976 年 1 月号

4 件ほどだが，もっと増加させ産学協同を行なってゆく

ことによって，一歩でも二歩でもマネジメントの立場か

らのORを進めてし、く必要があるのではないか.

特別テーマ

「長期概算経営計画における意思決定システム j 凶田

俊夫(大阪大学)・真鍋龍太郎(神戸商科大学)

これは，関西地区 9 名の協同研究の成果の発表で，あ

る会社の長期計画の立て方に基っきき実用的なものの開発

をねらった興味あるものであった.

システムの概要は次のとおり. 5 年後の経営目標を決

定してから毎年むこう 5 年間の長期計画とその年の実行

計画を立てる そして 1 年分の実施のシミュレーション

をする.これを 5 年目まで繰り返して，当初目標と対比

・評価する. このプロセスを計算機と対話しながら実施

する.企業の形態は 2 事業部制で新事業部設立も可能と

する成長型である.計画立案モデルの選択が可能で， L 

P モデルと企業モデノレがあり，後者は会計システムを主

としたモデノレで 5 つの長期目標をもっている.競争モデ

ルで・はなく主に訓練用と考えられ，効果的な利用をする

ためには，実需要などの外部環境や実施結果の与え方に

留意がし、るように思われた広島大学 松井正之)

都市問題と OR

大会 2 日目の B会場は早朝から参加者が大勢つめかけ

ていた.現代社会におけるいろいろの問題を抱えた都市

問題については，多くの人がその渦中にあることから関

心も強く，具体的な解決策がORの手法を用いて見いだ

されるのであろうかと半ば期待して参加した.

「埼玉モデル:都市地域動学モデルによる公共政策の

シミュレーション実験J の発表内容はアブストラクトに

譲るとして，流入人口の増大が地方財政の赤字に強い影

響を与えるというシミュレーション結果が印象的で、あっ

た.発表後の質疑，討論では，モデノレを作る際のノq ラメ

ータの数が 150 個(の式)およびそれを定める独立変数の

数が 2-3 伺，パリディティ・チェックのための主要変

数の数が 7 個であることが浮彫りにされ，モデルのパラ

メータを定める変数の作る集合とそのモデルのチェック

のための変数の作る集合とがl直交しているのではなし、か

という疑問が出された.また， この種のモデノレは非線形

な因果関係、を組込むために，計量経済学の適用は無理で

あることも話し合われた.さらに，モデルを作る際の目

的および立場によっても結果が変ってくるのではないか

と L、う疑問も出された機械技研梅沢千鶴子)
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